
























































・美術作品は≪ ≫で示し、初出には【図 1】のように図版番号を示した。 
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20 世紀に入ると、近代フランス彫刻家オーギュスト・ロダン (Auguste-René 






















































































始まったと思われる。以後、今日までに 1927 年に清水清（1901-1975 年）が全
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【図 64】は A や B の技法とは異なり、石膏原型を用いない技法である。橋本平
八の制作途中段階での資料を参考に見ると、Bの技法に似て正面・側面から曲面
に木取りをおこなう点は同じだが、石膏原型ではなく素描が制作の起点になっ







































































































































































































































 第 2章 アドルフ・フォン・ヒルデブラントの芸術観 
 
 
2-1 日本への受容とその経緯  























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る。   
・木材に写し取られた点を頼り
に彫進める。   
石膏原型から星取り法を用いて 
木材に形態を転写する技法 










































 輪郭線を木材に写し取る。   
・木材に写し取られた輪郭線に沿って曲
面的に荒彫りを行う。   





















































































面的に荒彫りをおこなう。   
・大きな面によって全体統一が





















































































































                             【図 70】 橋本平八 ≪弱法師≫ 



















































































































































































































































































































【図 103】 「島崎藤村先生像刻木制作日記」 
234 
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